
項 ⽬ 内 容

名称 テリハボク、ヤラボ、タマナ、タマヌ [英]Laurelwood、Tamanu、Alexandrian-

laurel、Alexandrinischer Lorbeer [学名]Calophyllum inophyllum

概要 テリハボク (照葉⽊) は、オトギリソウ科の常緑⾼⽊。⾼さ10〜20 m程度に⽣⻑す

る。主に種⼦の油や樹⽪、根などが⽤いられる。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・種⼦の油脂にはカロフィリン酸、イノフェニン酸、カラウストラリン、イノフィ

リン酸、樹脂にはイノフィリン酸、カロフィロイド、γ-シトステロールを含む (29)

。

分析法 -

有効性

ヒ 循環器・

ト 呼吸器

で

の

評

価

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。



⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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